
日本の地域別将来推計人口（社人研）等の
ダッシュボードの公開

神戸市
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EBPMの推進

3

神戸市では、EBPMを推進するため、
行政データの利活用を進めています。

EBPM：Evidence-Based Policy Making
エビデンスに基づく政策立案



国の行政データ利活用についての方針など

• 「官⺠データ活用推進基本法」

→地方公共団体における官⺠データ活用推進計画の策定や策定努⼒が義務化されるなど、社会課題の解決を担う地⽅公共団体において、

データ活用の取組・対応を進めることを求めている。

• 「地方公共団体におけるデータ利活用ガイドブック」

→個⼈情報の保護にも配慮しつつ、地方公共団体が保有する多種多様なデータを部局・分野横断的に活用して効果的な政策立案や住⺠

サービスの向上等に取り組むことを求めている。

→ICT担当部署のみならず、子育て・介護・環境・防災・都市計画等様々な分野の担当職員を読者として想定し、データ活用にあたっての手順を

わかりやすく整理されたガイドブックを策定した。

• 「地方公共団体におけるデータ利活用ガイドブックver.2.0」

→地⽅公共団体が保有するデータの多くは、既存の行政サービスのために入手したもので、他の目的に利用することを通常想定していないが、

保有データを有効活用することで、行政サービスの生産性の大幅な向上や、住⺠サービスの質の向上（例えば、住⺠ひとりひとりに合った情報

や行政サービスの提供など）、データや証憑などに基づく政策立案・評価（EBPM）などを進めることが可能と記載

また、「官⺠データ活用推進基本法」を踏まえ、これからの行政経営において、データの有効活用への取組は必要不可欠と記載

→基幹系システムから抽象加工したデータをサーバに蓄積し、蓄積した行政データをBIツールなどにより可視化し、職員間で共有し、

政策形成などに活用する姫路市や西宮市の取組が、地⽅自治体の行政データの利活用の先進事例として紹介されている。

〇2016年12⽉：「官⺠データ活用推進基本法」成立・施行
〇2018年 6⽉：「地⽅公共団体におけるデータ利活用ガイドブック」策定
〇2019年 5⽉：「地⽅公共団体におけるデータ利活用ガイドブックver.2.0」公表
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神戸市の行政データ利活用の取組
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（神戸市）EBPMの推進に関するR6年度の取組方針
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 「①現状に関するエビデンス」は、
・ 政策会議等の政策立案やルーティン業務に各局が自ら用いる仕組みの構築、サポートを行う。
・ 次期基本計画や政策会議の議論において各局が自らデータを活用できるよう、⼈材育成及びサポートを行う。

 「②政策効果に関するエビデンス」は、
・ 将来的に重要施策の効果検証に体系的に用いることができるかを検証するため、

スキルを持った各局の⼈材とともに重点分野を定めて集中的に取り組む。

適用可能範囲 分析ツール 主な分析手法

②政策効果に関する
エビデンス

狭い
（データの制約等）

R、Python、
Stata

計量経済学に基づく因果推論
（回帰分析、差の差分析等）

①現状に関する
エビデンス

広い Tableau グラフによる可視化

狭
義
の

エ
ビ
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ン
ス
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R６年度の取組方針

R５年度の取組方針

 「①現状に関するエビデンス」に基づくEBPMについては、
各局が自らデータの可視化や分析を行うような仕組みの構築、サポートを行う。

 「②政策効果に関するエビデンス」に基づくEBPMについては、
・ プログラミング言語のRを用いてデータ分析できる人材を育成するとともに、
企画調整局と各局が連携して事例を創出することを目指す。

R５年度までの実績

 「①現状に関するエビデンス」
・ データスペシャリスト16人、データアナリスト213人を育成
・ 各局自ら業務に活用（例：滞納管理【税務部】、時間外勤務管理【給与課】等）

・ 19局室全てが自らダッシュボードを作成（一部は市長プレゼン）

 「②政策効果に関するエビデンス」
・ Rユーザ59人を育成
・ Rを用いた分析23件に着手し、13件完了



神戸データラウンジ

〇R４年６月から本格運用（全庁共有）開始。職員は、デスクネッツから「神戸データラウンジ」へアクセス可能

デスクネッツから「神戸データラウンジ」へ
アクセスできます！！



庁内データ連携基盤の全体イメージ

AWSを活用し
約１年で構築

ダッシュボードの全庁
共有



庁内で共有しているダッシュボードの数々

〇現在、リニューアル分も含め90程度のダッシュボードが神戸データラウンジに掲載



小学校区別・将来推計人口のダッシュボード

〇住基データを活用した、１歳階級別、小学校区別、将来推計⼈口を神戸市独自で算定し、毎年更新



人口の状況×公共的施設の配置状況がわかるダッシュボード

〇小学校区ごとに人口の状況と公共的施設の配置状況が確認できるダッシュボードを作成し共有



神戸データラウンジが実現するデータ分析の高速化

〇BIツールによる直感的な分析と共有
〇基幹系システムとの連携によるデータの整備

データの入手・整備 データの整備・分析 資料作成
政策
議論

データ
入手

データ
整備・分析

資料
作成

政策議論

データの入手

Ｄ
Ｘ
／
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
浸
透

基幹系システム
から自動連携

BIツールによる
直感的な操作による分析

BIツールで作成した資料をその
ままブラウザ上で共有

データ分析の高速化で、
より長い時間を政策議論に使える

これまで

今後



データ分析結果を使っての議論（総合教育会議）

当日の様子

小学校で実施している施策の効果測定などを
企画調整局で行い、データに基づき
総合教育会議で議論（2024年4月24日）

総合教育会議：地⽅教育行政の組織及び運営に関する法律第一条の四に基
づき、市長と教育委員会が、本市教育の課題やあるべき姿を共有し、相互に連
携を図りながら効果的に教育行政を推進していくために設置



EBPMポータルサイトへのアクセス

〇分散していたEBPM関連のページを 「EBPMポータルサイト」 に集約し、アクセス性を向上

EBPMポータルサイト



EBPMポータルサイト サイトマップ

EBPMポータルサイト

統計・データ

神戸の統計

政府統計の総合窓口

(e-Stat)

神戸データラウンジ

庁内統計データ

神戸市

住基台帳データ

データ分析ツール
使用⽅法

庁内GIS

KLA

tableau

R

オープンデータ

神戸データアカデミー

政策立案のための
参考資料

政策調査に関する

包括的委託業務

政策にかかる

委託調査

政策立案に寄与する学術論文

(先行研究)の調査

企画調整局政策課による

分析レポート

大学への調査研究委託

行政機関・⺠間企業による

分析・データ等資料一覧
(調査・データ・学術論文)

既存ページ

今後作成予定

新規・刷新

※ 既存ページも
随時更新予定



行政データの利活用に関する有識者会議の開催（全５回）

〇統計加工された行政データのうち、税や健康等のセンシティブデータを職員間でどの程度まで共有するか、
慎重な対応をする必要があることから、有識者会議を開催し、意見聴取を行った。

〇R４～５年度において、全５回、有識者の意見聴取を行い、最終報告書において、「ダッシュボードを共有する際
の基準」などについてまとめた。

〇会議資料は全て、神戸市HPで公開しており、神戸市に視察に来る自治体の多くが参考にしたと回答

最終報告書 会議資料神戸市HP

R6.3公開



今回データラボで公開するダッシュボード
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神戸データラボ ～全国版・ダッシュボードの公開～

神戸市HP

〇第１弾として、R5年２⽉24日に➀R２年国勢調査（全国版、年齢別⼈口等）②通勤通学地分析を公表
〇第２弾として、R５年10⽉26日に➀R２年国勢調査（産業分類編）②R２年国勢調査（５年前の居住地を

活用した⼈口移動分析編）をそれぞれ全国版として、加えて③兵庫県版のダッシュボードも併せて公表
〇第３弾として、「日本の地域別将来推計人口(社人研)」と「住⺠基本台帳移動報告」をダッシュボード化して公表

日本の地域別
将来推計人口

第３弾で追加

住⺠基本台帳
移動報告



日本の地域別将来推計人口ダッシュボード

年選択で変更

2020年 2050年

ヒートマップと人口ピラミッドは
指定した年で表示が変わる

国立社会保障・人口問題研究所（社人研）が2023年12月に公表した
「日本の地域別将来人口推計」に基づくダッシュボード

2050年までの全国の状況がわかります

都道府県を選択



日本の地域別将来推計人口ダッシュボード

人口（単一選択） 指数（複数選択）

・市町村の人口規模でヒートマップ化
・初期設定は政令市と東京特別区部をグループ化
・複数選択不可

・2020年⼈口を100として指数でヒートマップ化
・複数選択可
・政令市及び特別区部は区単位で選択

右上のボタンで
切り替え可能



日本の地域別将来推計人口ダッシュボード

初期設定で
政令市と東京特別区は
グループ化されており
一括選択できる

川崎市

横浜市

相模原市

人口（単一選択） ～神奈川県の場合～



日本の地域別将来推計人口分析ダッシュボード

人口（単一選択） ～神奈川県の場合～

横浜市を選択



日本の地域別将来推計人口分析ダッシュボード

人口（単一選択） ～神奈川県の場合～

横浜市神奈川区を選択

市区町村を選択することで、
政令市及び東京特別区は
区別でエリア選択できる



日本の地域別将来推計人口の分析ダッシュボード

指数（複数選択） ～神奈川県の場合～

東部で人口が増加し、
西部で人口減少の傾向が強い



日本の地域別将来推計人口の分析ダッシュボード

指数（複数選択） ～神奈川県の場合～

川崎市幸区

川崎市川崎区

横浜市鶴見区

複数のエアを選択し、
トータルの将来人口の推移や
人口ピラミッドが表示できる

人口はゆるやかに増加



住⺠基本台帳移動報告の分析ダッシュボード

円の大きさ：転入出規模（転入数＋転出数）
円 の 色：転入超過数（転入数－転出数）

転出

転入

年を選択

都道府県又は大都市を選択し
プルダウンからエリアを選択

性別を選択

住⺠基本台帳移動報告（総務省統計局）に基づくダッシュボード

2020～2024年の
全国の移動状況がわかります



住⺠基本台帳移動報告の分析ダッシュボード

20（20~24歳）を選択

就職時は兵庫県内及び西日本からの転入が多く
大阪府及び東京圏への転出が多い

20代前半（主に就職）の相手先分析

25（25~29歳）を選択

20代後半（主に結婚）の相手先分析

兵庫県内が大きく転出
超過に転じている



住⺠基本台帳移動報告の分析ダッシュボード

東京圏を複数選択

20代、特に就職時に大きく
転出超過であることが分かる

相手地域を選択して、５歳階級別動状況の分析も可能



ご清聴ありがとうございました

Contact us！

神戸市企画調整局調整課スマートシティ担当
TEL：078-322-6462
Email：smartcity@office.city.kobe.lg.jp

スマートこうべ：スマートシティの取り組み
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本日（４/23）から神戸市HPで絶賛公開中！
https://www.city.kobe.lg.jp/a47946/data.html


